
地域の治安や環境の維持  

医療費の負担抑制  

  

ぐんま“まちづくり”ビジョン 沼田市アクションプログラム【概要版】 

１．ぐんま“まちづくり”ビジョン沼田市アクションプログラムについて 
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 群馬県は、人口減少・超高齢社会

への対応といった都市を取り巻く

環境の変化を踏まえ、「ぐんま“まち

づくり”ビジョン」により、これから

の群馬県の都市計画の取組方針を

明らかにしました。  

 沼田市では「ぐんま“まちづくり”

ビジョン」を受けて、上位計画であ

る沼田市総合計画や沼田都市計画

マスタープランなどとの整合性を

図りながら、具体的なまちづくりの

取組を着実に進めるための実現化

計画として本アクションプログラ

ムを策定します。  

２．沼田市に今後生じる望ましくない状況  

 人口減少・高齢化をはじめ、都市の現状や将来予測から心配な社会情勢が今後進行することで、   

市民のくらしや行政運営に次のような望ましくない状況が生じると思われます。  

現状と課題  
今後生じる望ましくない状況  

 

検証カルテの結果より  問題点系統図の整理より  

◆公共施設やインフラの維持
が難しくなる  

◆買い物弱者が増える  
◆交通弱者が増える  
◆地域の治安や環境が悪く  

なる  
◆医療費の負担が増える  
◆市街地への交通アクセス性

が悪くなる  
◆観光・来訪地としての魅力

が低下する  
◆交流人口が減る  
◆中心市街地のにぎわいが  

減る  
◆中心市街地に出かける人が  

減る  
◆中心市街地のエリア価値が  

低下する  

●人口減少・高齢化による  
地域の縮小  

●市街地の人口密度低下  
●住居、商業施設等の立地の

分散  
●空き家の増加  
●商工業の減少  
●観光資産の散在、観光地の

回遊性・連携の不足  
●不便と感じる公共交通  
●公共交通の利用者減少  
●移動の多くを自家用車に頼

らざるを得ない状況  
●地域活力の衰退  
●行政コストの増加  
●多様な行政サービスへの  

対応低下  
●交通弱者の利便性低下  

■生活が不便になる  
■ 地 域 内 の 自 助 ・ 共 助 が   

できなくなる  
■生活環境が悪化する  
■雇用が減る  
■行政コストが増える  
■交流人口減少による税収減  
■流入人口減少による税収減  
■居住人口減少による税収減  

３．「まちの将来像」の実現に向けたまちづくりの基本目標  

４．沼田市のまちづくりの基本方針と取組内容  

こころ豊かに暮らし、しあわせを実感できるまち 沼田  

公共施設やインフラの維持が難しくなる  

交流人口が減る  

中心市街地のにぎわいが減る  

地域の治安や環境が悪くなる  

生活が不便になる  

地域内の自助・共助が維持できなくなる  

生活環境の悪化  

雇用の減少  

行政コストの増加  

買い物弱者が増える  

交通弱者が増える  

市街地への交通アクセス性が悪くなる  

生活が便利になる  

沼田市第六次総合計画  
まちづくりの将来像  

医療費の負担が増える  

中心市街地に出かける人が減る  

中心市街地のエリア価値が低下する  

観光・来訪地としての魅力が低下する  

地域内の自助・共助が維持される  

生活環境の向上  

雇用の維持  

行政コストの低減  

流入人口維持による税収維持 
交流人口維持による税収維持 
居住人口維持による税収維持 

公共施設やインフラの維持  

交流人口の維持  

中心市街地のにぎわいの維持  

公共交通の利便性向上  

市街地への交通アクセス性向上  

中心市街地に出かける人の維持  

中心市街地のエリア価値の維持  

観光・来訪地としての魅力維持  
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流入人口の減少による税収減  

交流人口の減少による税収減  

居住人口の減少による税収減  
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 沼田市では「まちづくりの基本目標」を達成するための基本方針として、「ぐんま“まちづくり”    

ビジョン」に掲げられている 7 つの基本方針を踏まえ、まちづくりを推進します。  

基本方針１  人口減少を前提とした土地利用計画にあわせた公共交通や都市施設の再構築  

基本方針２  空き地・既存施設の利活用や街なかへの転居の促進や集客施設の誘致  

基本方針３  地域の誇れる個性・景観・くらしを支える機能を整えた魅力的な「まちのまとまり」づくり 

基本方針４  都市間移動も都市内移動も高い利便性の確保  

基本方針５  災害時でも安全・安心な都市環境の整備  

基本方針６  ぐんまの強みを活かした産業の誘致や新エネルギーによる産業創出環境づくり  

基本方針７  家計にも環境にも優しい付加価値の高い効率的なまちづくり 

 沼田市における今後生じる望ましくない状況を「ぐんま“まちづくり”ビジョン」を踏まえて望ましい

状況へと転換させるため、「まちづくりの基本目標」を以下のとおり定め、沼田市の上位計画である

「沼田市第六次総合計画」に掲げるまちづくりの将来像実現を目指します。  

群馬県総合計画  

整合  

整合  

整合  

整合  

広域施策  

整合  

市の実行計画  

広域施策の
調整  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．沼田市アクションプログラムにおける重点プロジェクト 

 本市が目指すべき望ましいまちを実現するにあたっては、複数の関連する事業を一つ
のプロジェクトとして実施することで、個別に着手するよりも大きな効果を発揮する  
ことが期待されます。  
 そのため、今後継続して行われる複数の関連施策を一つのプロジェクトとしてまとめ
重点的に取り組みます。  

■プロジェクトの選定基準  
 課題分析した結果から取り組むべき課題は多いですが、既存の市街地や地域集落などの  
生活環境向上と定住人口の創出などによる地域の活性化と、中心市街地の整備と本市の強み
となる地域資源・歴史資源を活かしたにぎわいの創出を軸として、それらに関係する事業を
プロジェクトとして策定しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．沼田市アクションプログラムにおける重点プロジェクト 


